
27 奈良時代の国司について

一
　
奈
良
時
代
前
半
の
国
司

国
司
は
、
律
令
制
下
の
国
（
現
在
の
県
に
相
当
）
に
置
か
れ
た
地
方
官

で
あ
る
。「
大
化
の
改
新
」
以
来
の
試
行
錯
誤
を
経
て
、
大
宝
元
年
（
七

〇
一
）
に
施
行
さ
れ
た
大
宝
令
に
よ
っ
て
制
度
的
に
完
成
し
た
が
、
そ
の

あ
り
方
は
奈
良
時
代
を
通
じ
て
変
質
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
奈
良
時

代
に
お
け
る
国
司
の
役
割
の
変
化
に
つ
い
て
、
政
治
・
社
会
的
背
景
を
含

め
て
説
明
し
て
い
き
た
い
。

国
司
の
源
流
は
、「
大
化
の
改
新
」
以
前
に
大
王
の
命
令
を
地
方
に
伝

達
し
た
、「
み
こ
と
も
ち
」
と
い
う
臨
時
の
使
者
に
求
め
ら
れ
る
。
政
府

の
命
令
を
地
方
に
伝
達
し
、
地
方
の
情
勢
を
中
央
に
報
告
す
る
と
い
う

「
み
こ
と
も
ち
」
の
役
割
は
、
最
も
基
本
的
な
職
務
と
し
て
律
令
制
下
の

国
司
に
も
継
承
さ
れ
た
。

律
令
国
家
の
基
本
法
で
あ
る
令
に
は
、
人
民
の
把
握
・
褒
賞
・
推
挙
、
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奈
良
時
代
の
国
司
に
つ
い
て
　
奈
良
時
代
の
政
治
・
社
会
の

展
開
の
中
で
、
国
司
の
役
割
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
の
か
、
具
体
的
に
解
説
し
て
く
だ
さ
い
。

農
務
、
財
務
、
警
察
、
裁
判
、
軍
事
、
交
通
、
馬
牛
管
理
、
祭
祀
、
仏
寺

統
括
な
ど
が
国
司
の
職
掌
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
任
国
内
を

巡
行
し
、
政
治
・
刑
罰
の
適
正
な
履
行
や
農
産
業
の
発
展
状
況
を
確
認
す

る
こ
と
（
部
内
巡
行
）
も
、
国
司
の
重
要
な
職
務
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、

民
の
生
活
上
の
問
題
を
聴
取
し
つ
つ
、
農
業
技
術
の
普
及
に
努
め
、
儒
教

道
徳
に
即
し
て
民
に
賞
罰
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
国
司
に
は
、

大
陸
か
ら
導
入
し
た
先
進
的
な
知
識
・
技
能
・
思
想
で
民
を
教
導
し
、
任

国
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
奈
良
時
代
の
初
期
に
お
い
て
、
地
方
支
配
の
実
質
を
握
っ

て
い
た
の
は
、
郡
ご
と
に
置
か
れ
た
郡
司
た
ち
だ
っ
た
。
郡
司
は
、
お
お

む
ね
七
世
紀
中
頃
に
有
力
だ
っ
た
地
方
豪
族
の
一
族
か
ら
選
ば
れ
、
民
と

の
密
接
な
関
係
の
下
で
実
務
を
執
っ
て
い
た
。
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
る
国

司
は
、
い
わ
ば
「
天
皇
の
代
理
人
」
と
し
て
郡
司
ら
の
上
に
君
臨
し
て
い

た
が
、
郡
司
の
協
力
が
な
け
れ
ば
支
配
を
貫
徹
で
き
な
い
の
が
実
情
で
あ

り
、
実
際
の
裁
量
権
も
当
初
は
限
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

和
銅
～
養
老
期
（
七
〇
八
～
七
二
三
年
頃
）
に
は
、
右
大
臣
藤
原
不ふ

比ひ

等と

の
主
導
の
下
で
、
大
宝
令
に
定
め
ら
れ
た
仕
組
み
を
よ
り
実
質
化
し
、

律
令
体
制
の
充
実
を
は
か
ろ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。
地
方
支
配
に

関
し
て
も
、
国
や
郡
の
枠
組
み
の
調
整
、
郷
里
制
に
よ
る
支
配
単
位
の
細

分
化
、
近
隣
の
複
数
国
を
担
当
す
る
監
察
官
（
按
察
使
）
の
設
置
、
新
規

交
通
路
の
敷
設
な
ど
、
か
な
り
大
規
模
な
体
制
の
再
編
が
は
か
ら
れ
た
。
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こ
う
し
た
積
極
的
な
地
方
政
策
を
担
う
中
で
、
国
司
は
徐
々
に
行
政
上
の

主
導
権
を
確
立
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
地

方
支
配
に
関
わ
る
文
書
の
書
式
が
定
め
ら
れ
、
国
府
（
国
司
の
役
所
）
に

お
け
る
文
書
行
政
も
大
幅
に
進
展
し
た
。

各
地
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ
る
と
、
和
銅
～
養
老
期
は
国
司
の
政
治

の
場
と
な
っ
た
国
府
の
施
設
が
充
実
し
て
い
く
劃
期
に
あ
た
る
。
特
に
、

国
府
の
主
要
儀
式
の
舞
台
と
な
っ
た
国
庁
は
、
ほ
と
ん
ど
の
国
で
こ
の
時

期
以
降
に
姿
を
整
え
、
建
物
配
置
の
規
格
化
・
画
一
化
も
進
ん
だ
。
こ
れ

は
、
国
司
の
地
方
支
配
に
お
け
る
存
在
感
の
高
ま
り
や
、
国
司
に
関
わ
る

儀
礼
の
整
備
を
反
映
し
た
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。

和
銅
～
養
老
期
に
進
ん
だ
国
司
の
行
政
権
拡
大
の
一
つ
の
帰
結
と
し
て

評
価
で
き
る
の
が
、
天
平
六
年
（
七
三
四
）
と
十
一
年
（
七
三
九
）
の
官か
ん

稲と
う

混こ
ん

合ご
う

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
国
司
が
容
易
に
ふ
み
こ
め
な
い
独
自
財

源
が
多
く
設
定
さ
れ
、
郡
司
ら
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら

が
国
司
が
直
接
管
理
す
る
財
源
（
正
し
ょ
う

税ぜ
い

）
に
一
本
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
郡
司
ら
の
権
限
は
後
退
し
、
国
司
が
地
方
財
政
に
対
し
て

も
直
接
的
な
責
任
を
負
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

二
　
公
廨
稲
制
度
と
員
外
国
司
の
増
加

国
司
の
職
務
の
実
質
化
は
、
国
司
に
対
す
る
手
当
の
見
直
し
を
促
し
た
。

当
初
、
国
司
に
は
職し
き

分ぶ
ん

田で
ん

（
在
任
中
に
耕
作
が
認
め
ら
れ
た
田
）
の
経
営

な
ど
、
若
干
の
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
通
常
の
官
人
に
比
し
て
著

し
く
優
遇
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
が
転
換
し
た
の

は
、
天
平
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
官
稲
混
合
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
正
税

か
ら
無
利
息
で
稲
を
借
用
す
る
権
利
が
国
司
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

借
り
入
れ
た
稲
は
、
出す
い

挙こ

（
春
に
稲
を
貸
し
付
け
て
秋
に
利
息
と
と
も
に

徴
収
す
る
仕
組
み
）
運
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
利
得
に
替
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
国
司
給
与
の
実
質
的
な
厚
遇
化
を
意
図
し
た

政
策
だ
っ
た
と
い
え
る
。

国
司
の
得
分
を
さ
ら
に
劇
的
に
増
強
し
た
の
が
、
天
平
十
七
年
（
七
四

五
）
の
公く

廨が
い

稲と
う

制
度
で
あ
る
。
公
廨
稲
は
、
出
挙
運
用
し
た
利
息
に
よ
っ

て
、
国
府
の
資
財
の
欠
損
・
未
納
を
補
填
す
る
と
と
も
に
、
国こ
く

儲ち
ょ

と
呼
ば

れ
る
財
源
を
拡
充
す
る
た
め
に
置
か
れ
た
特
別
財
源
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

収
益
に
残
余
が
あ
っ
た
場
合
、
国
司
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
お

り
、
事
実
上
の
国
司
給
与
と
し
て
も
機
能
し
た
。
公
廨
稲
は
、
大
国
で
四

〇
万
束
（
稲
一
束
か
ら
は
米
五
升
が
得
ら
れ
る
）
と
、
か
な
り
大
規
模
な

財
源
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
運
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
利
益
も
莫
大
で
あ
り
、

国
司
に
も
相
当
数
の
配
分
が
期
待
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
国
司
の
収
入

を
大
幅
に
上
昇
さ
せ
た
が
、
や
が
て
国
司
の
性
格
を
大
き
く
変
え
る
因
子

と
も
な
っ
た
。

天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
に
、
孝
謙
太
上
天
皇
は
大
師
（
太
政
大

臣
）
恵
美
押
勝
を
武
力
で
打
倒
し
、
再
び
天
皇
位
に
就
い
た
（
称
徳
天
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皇
）。
称
徳
は
師
で
あ
る
道
鏡
を
重
用
し
、
仏
教
色
の
濃
厚
な
政
策
を
進

め
て
い
く
。
こ
の
間
、
内
乱
の
論
功
行
賞
や
、
政
権
の
求
心
力
を
高
め
よ

う
と
す
る
動
き
に
よ
っ
て
、
官
人
の
位
階
の
急
速
な
上
昇
が
は
か
ら
れ
た

結
果
、
位
階
を
持
ち
な
が
ら
官
職
に
就
け
な
い
者
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、

貴
族
に
支
給
す
る
給
与
が
財
政
を
圧
迫
す
る
事
態
に
も
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

国
家
財
政
は
、
天
平
期
以
降
の
相
次
ぐ
遷
都
や
、
大
仏
造
立
事
業
と
い

っ
た
積
極
政
策
に
よ
っ
て
、
す
で
に
慢
性
的
な
財
源
不
足
の
状
態
に
あ
り
、

貴
族
の
増
員
に
対
し
て
十
分
な
余
裕
を
残
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

政
府
が
目
を
つ
け
た
の
が
、「
員
外
国
司
」
だ
っ
た
。

員
外
国
司
と
は
、
令
に
定
め
ら
れ
た
定
員
と
は
別
に
任
命
さ
れ
る
国
司

の
こ
と
で
あ
る
。
厳
格
に
定
め
ら
れ
た
国
司
の
定
員
に
関
係
な
く
任
命
で

き
る
上
、
正
員
の
国
司
と
同
額
の
公
廨
稲
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
さ
ら
に
は
、
現
地
へ
の
赴
任
も
一
切
必
要
な
か
っ
た
（
む
し
ろ
禁

じ
ら
れ
て
い
た
）
た
め
、
給
与
支
給
を
目
的
と
し
た
名
目
上
の
役
職
と
し

て
き
わ
め
て
都
合
が
よ
く
、
神
護
景
雲
年
間
頃
（
七
六
七
～
七
六
九
）
に

は
顕
著
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
国
司
の
経
済
的
価
値
の
増
大
、

中
央
財
源
の
損
耗
、
貴
族
の
過
剰
供
給
、
と
い
っ
た
諸
条
件
が
重
な
る
中

で
、
員
外
国
司
が
増
員
さ
れ
、
国
司
と
い
う
役
職
に
は
中
央
の
財
政
負
担

を
肩
代
わ
り
す
る
役
割
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

称
徳
天
皇
が
死
去
し
、
そ
の
政
策
に
否
定
的
な
風
潮
が
高
ま
る
中
、
員

外
国
司
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
中
央
財
政
が
改
善
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
貴

族
も
減
少
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
た
め
、
平
安
時
代
初
期
に
は
権ご
ん

官か
ん

（
仮

任
命
の
役
人
）
と
名
を
変
え
て
実
質
的
に
復
活
を
と
げ
る
。
以
降
、
貴
族

ら
に
給
与
を
支
給
す
る
た
め
の
名
目
上
の
役
職
と
し
て
の
側
面
を
、
国
司

は
持
ち
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

三
　
奈
良
時
代
後
半
の
国
司

奈
良
時
代
の
後
半
に
は
、
国
司
を
と
り
ま
く
環
境
に
も
変
化
が
生
じ
て

い
た
。
新
興
の
豪
族
層
が
台
頭
す
る
中
で
、
伝
統
あ
る
豪
族
層
か
ら
選
出

さ
れ
た
郡
司
に
よ
る
支
配
が
相
対
的
に
不
安
定
化
し
、
地
方
政
治
に
深
刻

な
危
機
が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
行
政
の
複
雑
化
や
経
年
劣
化
に

よ
る
障
碍
は
、
さ
ら
に
地
方
支
配
の
滞
留
を
助
長
し
た
。

財
政
の
面
か
ら
み
る
と
、
奈
良
時
代
の
半
ば
に
は
凶
作
や
天
然
痘
の
流

行
な
ど
で
税
収
が
減
少
す
る
一
方
で
、
国
分
寺
建
立
な
ど
の
政
策
に
よ
っ

て
支
出
は
増
大
し
、
地
方
財
政
の
欠
損
や
官
舎
そ
の
他
の
破
損
な
ど
も
覆

い
難
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
上
述
の
公
廨
稲
制
度
は
こ
の
状
況
を
改
善

す
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
た
制
度
で
あ
っ
た
が
、
国
司
へ
の
給
与
機
能
が

注
目
さ
れ
る
中
で
、
本
来
の
意
義
は
等
閑
視
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
実
情
に
接
し
た
政
府
は
、
公
的
資
産
の
保
全
を
国
司
に
強
く

求
め
る
よ
う
に
な
り
、
国
司
が
交
替
す
る
際
に
財
政
上
の
問
題
点
を
精
査

す
る
仕
組
み
が
整
え
ら
れ
た
。
延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
頃
に
、
官
吏
交

替
時
の
文
書
処
理
を
監
査
す
る
専
門
官
で
あ
る
勘か

解げ

由ゆ

使し

が
設
置
さ
れ
、
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特
に
国
司
の
交
替
を
重
点
的
に
監
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
う
し

た
方
向
性
の
延
長
上
に
位
置
す
る
。
そ
れ
ま
で
一
国
の
国
司
（
守か
み

・
介す
け

・

掾じ
ょ
う・

目さ
か
んの

四
等
官
）
ら
は
、
全
員
で
職
務
を
分
担
し
、
損
害
に
対
し
て
は

連
帯
責
任
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
国
府
財
政
の
維
持
が
至
上
命
題
と

さ
れ
る
中
で
連
帯
責
任
制
は
後
退
し
、
地
方
財
政
に
対
す
る
責
任
は
国
司

官
長
（
最
上
位
者
）
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
後
、
平
安
時
代
初
期
に
は
、
郡
司
の
支
配
力
が
ま
す
ま
す
低
下
し

て
、
戸
籍
・
計
帳
に
よ
る
人
民
把
握
は
困
難
と
な
り
、
中
央
に
納
付
す
べ

き
税
（
調
・
庸
）
の
遅
延
や
未
納
も
顕
在
化
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
中
、

国
司
に
は
何
よ
り
も
税
の
完
納
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
国
司
官
長
へ
の
責
任
集
中
と
、
そ
の
反
面
と
し
て
の
権
限

強
化
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、
や
が
て
国
司
官
長
は
受ず

領り
ょ
うと
呼
ば
れ
て
絶
大

な
権
力
を
握
っ
て
い
く
。
国
司
の
受
領
化
へ
の
道
は
、
奈
良
時
代
の
国
司

の
役
割
の
変
化
の
中
で
す
で
に
用
意
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

︹
付
記
︺

本
論
は
J
S
P
S
科
研
費JP19K

13348

の
成
果
を
含
む
。
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き
た
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ら
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ろ
／
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）
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